ほうそく 

の 法則に よって 計算す る ことができる。 その 法則に 

よって 出て きたと ころの 「宝くじの 一等が あたる 確か 

らし さ」 の 率 は、 万人に 平等で ある。 その 当 せん 率の 

あまりに も 低い こと を 知って、 万人 は 宝くじ を 買う こ 

と を やめる はずに なって いる。 その 確率の 法則 を 作つ 

しんぽう こうぞく がっきゅうが くと すいろん 

た 学者 や、 それ を 信奉す る 後続 の 学究 学徒 の 推論に よ 

れば …… 。 

だが、 事実 はそう でなくて、 宝くじが さかんに 売れ 

ている。 それ は なぜであろう か。 それ は、 とにかく 事 

実 一 等に あたって 二十 万円と か 百万 円と かの 賞金 をつ 

かむ 人が、 毎回 十 人と か 二十 人と か、 ちゃんと 実&す 



の は、 案外 たびたび 起こる もので、 わたく の 感じで は、 

一 力 月に いっぺんず つぐら いの 割合で、 奇蹟が おこつ 

ている のでない かと 思う。 

ふしぎと 運命と、 そして ひんぱんに 起こる 奇蹟と に 

「世の 人々 よ、 どうぞ 気 をお つけなさい」 と 呼びかけた 

ヽ 

レ 

一 月 十日 

金属 Q を 創造す る 見込みの つきた る 日し るす 

はりめ さまた 

理学博士 針目 左 馬 太 



いう 問題を取り上げて いるの だった。 はたして かれの 

論文が 正しい かどう か は 別の 問題と して、 かれはつ ぎ 

のよう な こと を 結論して いる。 

( —— 細胞 内に おける 分子が 相互に ケン シティ 

シ ヨン を ひき 起こし、 そのけ つか 仮 歪の ポ テン 

シャル を 得た とすると、 これ は 生命 誕生の 可能性 

を 持った ことになる) 云々。 

これが 重大なる 結論な ので ある。 生命が 誕生す る 可 

能 性 を もつ 条件が、 要約せられ ている ので ある。 

しかし、 ケン シティ シ ヨンと は どんな 現象な のか、 

仮 歪の ポテンシャルと は どんな 性質の もの か、 それに 



けんしり よくこう し 

なんとい つてよ いか、 じつに 原子力 行使に つぐ 劃期的 

な 文明 開拓 だとい わなければ ならない。 もっとも、 世 

がんめい 

の 多くの 頑迷な 学者た ち は、 にわかに この 青年 学徒の 

しめす ところの 結論 を 信用し ないで あろう けれど …… _ 

そして 読者 諸君 はこれ からくり ひろげられる 物語の 事 

実により、 はたして かれの 研究が 本 もの か、 それとも 

欠陥が あるか を 判定 されれば よ い ので ある。 

さて ここで、 さきに かかげた 博士の 日記 ふうの 随筆 

きば つ 

にも どるが、 その 内容 は、 さほど 奇& すぎる という も 

ので はない。 あそこに 述べられ たような 感じ は、 われ 

われ とても、 ふだん ふと 心の中に いだく ことがある。 



じつは、 右の 内容に ついて、 大いに 気にしなければ 

ならぬ ことがあ るので あるが、 ここに はふれ ないで お 

く、 それ はいずれ 先へ 行って から、 いやで もむ きになつ 

て 掘り かえさなければ ならない 時が くるので あるから。 

ただ、 ここに は その 文章の 最後のと ころに 書いて あ 

る 一文に ついて、 読者の 注意 をうな がして おきたい の 

だ。 

すなわち、 こうで ある。 

そうぞう み こ 

( 一 月 十日、 金属 Q を 創造す る 見込みの つきた る 

日し るす) 

と ある。 



おかしい と は 思われな いか。 これまで ずっと 細胞 分 

子の 問題 や、 それに 関連しての 生命 誕生の ことな どば 

かり を 取り あげていた 針目 博士が、 こんど は 急に がら 

りと 目先 を かえて、 金属の 製造 研究に 没頭して いる こ 

とで ある。 

金属製 造 —— と 書いて は、 いけない かもしれ ない。 

博士 は "金属 Q を 創造， としたた めて いる。 製造と 創 

造と は、 なるほど すこしく 意味が ちがう。 しかし 創造 

という ことに は 製造す る ことが ふくまれて いるの だ。 

はじめて 製造す る ことが 創造な ので ある。 して みれば、 

ぞくつ ぼく 金属製 造と い つ て もさし つかえない であろ 



う 

いや、 金属と いう もの は、 精練され、 あるいは 別の 

ノ 一 うき ん 

ものに 化成され、 または 合金に される こと は あるが、 

金属 そのもの を 製造す る こと はない と いう ひと も 

あろう。 つまり 金属で ある 銅と か 鉄と か は、 はじめ か 

ら そういう 形で この 地球に 存在して いるので あつ て、 

銅と か 鉄な どが 製造 または 創造され ると いうの はお か 

ナ +6 、- 

しい。 そういう 抗議が 出そう な 気配が する。 

しかし、 たしかに 針目 博士 は 〃金属 を 創造す る〃 と 

書いて あるの だ。 ゥラニ ユウ ムを ぶちこ わして カル 

シ ュ ゥムを 製造 または 創造す ると はいわない であろう 



けっぺき 

いや、 それ は 潔癖に いうと、 製造で はない し、 もち 

ろっこつ 

ろん 創造で はない。 アダムの からだから 肋骨 を 一 本 取 

り 去った とき、 その 直後の アダムの こと を、 前の ァダ 

ム から 製造した といわない のと 同様で ある。 

そうなる と、 針目 博士が 使用した 〃金属の 創造〃 と 

いうの は、 いったい どんな 意味な のか、 深い 謎の ベ— 

ルに 包まれて いるよう に 感ずる。 まあ、 そのこと 

は、 今 は 大目に見 のがす ことと して、 * 金属 OU という 

もの はいった い 何 だと、 ちょっと 考えて みなければ な 

るまい。 



Q などと いう 記号の 元素 は、 九十 一 一 または 九十 三の 

げんそ ひょう 

元素 表の 中に まったく 見出されない。 そうすると、 金 

属 Q なる もの は、 それ 以外の 新 元素 かもしれ ない と考 

えられる。 これ は 誰でもそう 考える だろう。 

つま リ 針目 博士 は、 新 金属 Q を はじめて 作り だす 研 

究を やって いた ものである とする ので ある。 元素 表 は 

もういつ ぱいで あるのに、 新 元素が あってた まる もの 

かと も 考えた くなる。 どんな 奇抜な 方法に よって、 新 

元素 を 作り出した つもりで も、 けつ きょくは 元素 表に 

ある 元素の 一 つで あるか、 あるいは その 同位元素 であ 

ると いうと ころに、 仅斂 してし まう のがお ちであろう _ 



てし まう ほどの、 ある 出来事が あつたので はなかろう 
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たぶん、 あとの 方が あたって いると 思う。 なぜと 

いって、 前の 方の ように、 あれ だけ 研究 を つんだ 生命 

誕生の 研究が、 一 夜でば つた リ行 きづ まるよう な こと 

は、 まずもって 考えられないから である。 

そうなる と、 博士 をき ゆうに 金属 Q 製造の 方へ ひき 

つける 動機と なった、 その ある 出来事なる もの はいつ 

たい 何で あつたか、 はなはだ 興味 を ひかれる。 —— と 

にかく この 問題 は、 じつは まだ 解けて いない。 それで、 

それ は それと して、 針目 博士が とつぜん われわれの 前 



いたと い つた ほうがよ いであろう。 

さて そのお 三 根 は、 三月 一日の 朝、 いつまで たって 

ま うま 、- 

も 起きて くるよう すがない ので、 朋輩の 者 どもが ふし 

んに 思い、 お 三 根の 部屋の まえに 集まって、 入口の ド 

ァを われる ようにた たき つづけた。 

だが、 お 三 根 は やっぱり 起きて こなかった し、 部屋 

の 中で 返事 もしない。 そこで 一同 は、 いちおう 主人の 

博士の ゆるし を 乞うた うえで、 力 を あわせて その ドア 

を ぶちこ わしに かかった。 

ドアに は、 内側から かぎが かかって いたので、 この 

ドアに みんなが 力 を あわせて からだ をぶ つ つけて こわ 



「いったい、 どこで 斬られた のかね」 

「さあ、 それが 気がつきませんで …… いやそう そう、 

思いだ しました。 さっき 針目 博士の 室の 戸口 を はなれ 

て 廊下 を こっちへ 歩いて くると ちゅう、 なんだか 向う 

から 飛んで きた ものが あるよう に 思って、 わたし は 

ひょいと 首 を 動かして それ をよ けたんで すがね。 しか 

し、 なにも 飛んで くる 物 を 見な かったんです。 ぱっと 

光った ような 気がし たんです が、 それだけの ことです」 

「きみ は、 どっちへ 首 を まげた のかい」 

「左 へ 首 を まげました」 

「なるほど。 首 を まげなかったら、 きみ ももつ と I 木く 



が 会いたい とい つ て いられる こと をった えようと した 

んで すが、 博士 は 入口の ドア を あけ もせず、 "会っても 

いいが、 いま 仕事で 手が はなせな いから、 あとに して 

くれ。 あとから わたしの 方で 行く から" といって、 さつ 

ばり こっちの 申し入れ を 聞き入れな いんです」 

「なるほど」 

「わたし はいろ いろ、 ドア をへ だてて くりかえ しいつ 

てみ たんです が、 博士 はがんと して 応じません。 ろく 

ぶじょく 

に 返事 もしない のです からね え、 係官 を 侮辱して いま 

すよ」 

田 口 警官 は、 ふんがいの ようすであった。 



「いや、 まだ われわれの 探し かたがた りない のです よ。 

兇器がなくて、 ぼくや 田 口が こんな 傷 をおう わけはな 

いです からね」 

そういって いると ころへ、 戸口から のつ そりと この 

室内へ はい つ てきた 者が あった。 

ん がん. S よ う 

近眼鏡 を かけた 三十 あまりの 人物だった。 あおい 

ちょ うはつ 

顔、 ョモギ のよう な 長髪が ばさばさと ゆれて いる。 

下に は グリ— ンの 背広 服 を 着て いるが、 その上に 薬品 

で 焼け焦げの あるきた ならしい 白い 実験 衣 を ひっかけ 

ている。 

紫色の 大きな くちびる をぐ つと へ の 字に むすんで、 



検事 のこのことば は、 はじめて この 無神経な 

冷血動物の ような 博士 を、 とびあがらせる 力が あった。 

「な、 何です つて。 ぼくが 殺した というので すか。 ど 

, J に ぼくが y J の 女 を 殺さねば ならな い 必要が ある の で 

す。 さあ、 それ をい いたまえ、 早く …… 」 

長身の 博士が、 髪 を ふりみだして、 両手 を ひろげて 

検事の 方へ せまった かっこう は、 とても ものすご いも 

のだった。 

長 戸 検事 は たじたじと うしろへ 二、 三 歩 さがって か 

ら、 博士 を おしもどす ように 手 を ふった。 

「なぜ そんなに 興奮な さるんで すか。 わたしと して は、 



く、 きょうこ こへ きた われわれの 仲間が ふたりまで、 

その 同じ 凶器に よって 重傷 を 負って いるので す。 これ 

でもお とぎばなしで しょうか」 

「本当です か」 

博士 は、 はじめて 真剣な 顔つきに なった。 

「本当です とも。 川 内 警部と 田 口 巡査の あの 傷 を 見て 

やってく ださい」 

「ああなる ほど。 それで その 矢 は どこに あるんで す 

ゝ I 
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「それが あるなら、 事件 はかん たんになります。 それ 

が どこに も 見えない から、 われわれ は 苦労して いるの 



ら この 天 じょう 裏 を はいまわ つ て さがさせて いただき 

たい」 

「天 じょう 裏 はいいが、 ぼくの 研究室 を さがす こと は 

おことわり する」 

「今のお 約束の ことばと ちがい ますね。 それ はこ まる _ 

そして あなたに 不利です ぞ」 

「 …… 」 

きょうけん 

「研究室 を さがす ために 強権 を 使う こと もで きます 

が、 なるべく ならば —— 」 

「よろしい。 案内し ましょう。 しかし はじめに こと 

わって おくが、 後でき みたちが 後悔した つて 知り ませ 



を ゆすぶって 歩いて いる。 そのす ぐうしろ に 右 頰を斬 

られ 大きな ガ— ゼを あてて、 ばんそうこうで 十字にと 

めた 田 口 巡査が ついていく。 もしも 博士が 逃げ だすよ 

うす を 見せたら、 そのと き はすぐ うしろから とびつい 

て、 その 場に ねじ伏せる 覚悟 をして いる 田 口 巡査 だつ 

た。 

それから 少し 歩 幅 をお いて、 長 戸 検事 を 先に、 残り 

係官 一行が 五、 六 名つ きしたがって いる。 

検事の 顔色 は 青黒い。 細く 見 ひらいた まぶたの うし 

がんきゅう 

ろに、 眼球が たえずぐ るぐ る 動いて いる。 

それ はかれが 気持 わるく 悩んで いる こと を 意味す る _ 



(手がかり らしい もの は、 なんにもない。 犯行 だけが、 

二つ、 いや 三つ も ある。 こんな ことで はこの 事件 はい 

つと ける かわからない。 ぼや ぼやす るな よ、 長 戸 検事) 

そんな 声が、 検事の 頭の 中で どなり 散らして いる。 

これまで 彼が 現場へ のぞめば、 事件 解決の かぎと なる 

しょうこぶ つ 

証拠 物 を、 たちどころに 二つ や 三つ は 見つけた もので 

ある。 そして 犯人 はすぐ さま 図星 を さされる か、 そう 

でない としても、 犯人のお およその 輪廓 は きめられた 

ものである。 

しかるに、 こんどの 場合に かぎり、 そうで はなく、 

さっぱり 犯人の 見当が つかない ので ある。 それば かり 



「いや、 もう 大丈夫です」 

「やせがまん をい わず と、 これ をお 飲みなさい」 

「いや、 ほんと にもう 大丈夫 だ」 

検事 は、 強く 洋酒の コップ を しりぞけて、 長いす か 

ら きまりわるく 立ち あが つ た。 

「だから ぼく は、 あらかじめ) J 注意 をして おいた ので 

す。 こんな 見なれ ない 動物 を ごらんに なって、 気持が 

悪くな つたので しょう」 

「いや、 そうじゃない。 じつは 昨夜から かぜをひいて 

気持が わるかった の だ。 この 部屋へ はいった とき、 

|ハ 様な においが して、 頭が ふらふら としたの だ。 心配 



占領され ている。 天 じょう は 高く、 はじめは 白かった 

壁で あろうが、 灰色に なって ぉリ、 大きな 裂け目が つ 

いている。 

まえの 部屋 もそう であつ たが、 ， J の 部屋に も 窓と い 

う ものがない。 天 じょうの 上の 古風な シャンデリアと、 

かんせ つしょう めいとう 

四方の 壁 間に とりつけられた、 間接照明 灯が、 影の な 

い 明かる い 照明 をして いる。 

「この 部屋 は、 何のた めにある のです か」 

検事が 針目 博士に 質問した。 ここに は、 まえの 部屋 

で 見た ような、 奇怪な 標本が 目に うつらな いので、 検 

事 は いささか 元気 を もりかえした かたちであった。 



気がついた。 

ねんのために、 おなじような 他の 引出 を かたつば し 

から ひっぱり 出して みた。 すると ほかに、 男の 死体が 

一 つ、 女の 死体が 二つ、 はいって いる ことが わかった。 

「この 死体 は、 どうして 手に いれました か」 

川 内 警部 は、 やっぱり そのこ と を 針目 博士 にたず ね 

た。 

「研究 用に 買い入れ たんです。 証書 も あるが 見ます 
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「ええ、 見せて いただきましょう」 

警部 はけ つきよく その 死体 譲渡 書 が、 正しい 手つ 



づき を ふんで ある こと をた しかめた。 

死体が この 部屋に 四つ ある。 そのうえに、 もう 一 つ 

なまなましい 死体 を、 博士 は ほしく 思った のであろう 
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警部 は、 針目 博士が いよいよ ゆだんの ならない 人物 

に 見えて きた。 このうえ は、 こんどの 事件に 直接関係 

の ある 証拠 を さがしだして、 なにがなんでも 博士 を 

拘引した いと 思った。 

「針目さん。 あなたの お使いに なって いる 部屋 は、 ま 

だあります か」 

長 戸 検事が、 タバコの すいがら を 指さき でもみ 消し 



それ を 聞いて いた 川 内 警部 は、 口の あたり を あなど 

リの 笑みに ゆがめて、 

じゃしゅう きょう 

(ふん、 邪 宗教の 連中が、 いつも 使う おどかしの 一 

手 だ、 なにが 神秘 だ。 わらわせる) 

と、 心の中で けいべ つした。 

「なんです、 生まれ 出ようと している 荘厳 神秘の ある 

じと いうの は …… 」 

検事 は、 顔をしかめて、 博士 を 追う。 

「生命と 思考力と を もった 特別の 細胞が、 人間の 手で 

つくられようと している の だ。 もし これに 成功 すれば 

人間 は 神の 子 を 作る ことができる」 



博士 は、 わけの わからな いこと をつ ぶやく。 

のうずい 

「力 エルの 脳髄 を 切りと つて、 それ を 他の 動物に うつ 

しう える， J とです か」 

検事 は、 一 世 一 代の 生命科学の 質問 を こころみる。 

「そんな こと はいぜんから 行われて いる。 ぼくが 研究 

している こと は、 すでに 存在す る 生命 を、 他の ものに 

移し 植える ことで はな い。 生命 を 新しく こしらえる こ 

とだ。 生命の 創造 だ。 細胞の 分裂に よる 生命の 誕生と 

はちが うの だ。 それ は 神が、 神の 子 をつ くりた もうの 

だ。 それで はない、 この場合 は、 人間の 意志の もと、 

人間の 設計に よって、 新しい 生命 を 創造す るの だ。 



ような ものが、 三 センチ ほどの 厚さで 平らな 面 を 作つ 

ており、 その上に、 つやの ある 毛よりも 細い 金属 線ら 

しい ものが ひとつかみ ほど、 のせて あった。 

(何でしょう か) 

(何だか わからな いねえ) 

警部と 検事と は、 目 だけで そんな こと を かたりあつ 

た。 

それに 類す る ものが、 他の ガラス 箱の 中で も 見られ 

た。 

警部 は 検事 に 耳う ち をした。 それから 警部 は 針 目 博 

士を手 まねいた。 



あまたに 

大学生、 雨 谷 君 



せっかく 蜂 矢 探偵の 登場 を、 みなさんに お知らせし 

たが、 ここで 蜂 矢 探偵の こと を はなれて、 べつの 事件 

について お話しなくて はならない。 それと いうの が、 

ぜんだいみもん 

まことに 前代未聞の 珍妙なる 事件が ふ つ て わいた ので 

ある。 

東京 も、 中心 を はなれた 都の 西北 早稲 田の 森、 その 

森から まだず つと 郊外へ いったと ころに、 新：^ 薬師と 

め やまい れいけん 

いうお 寺が ある。 そこ はむかし から 目の 病に、 霊験 



か、 にぎやかな 新 宿へ 出、 鋪 道の はしに 小さな 台 を 立 

て、 そのうえに、 台から はみだし そうな、 長さ 二 尺の 

計算尺 を 一 本よ こたえ、 それから ピンポンの バットぐ 

らい も ある 大きな 虫め がね を 一 個お き、 その 横に 赤い 

皮 表紙の 「エジプト 古墳 小 辞典」 という 洋書 を 一冊な 

かんばんとう 

らべ、 四角い 看板 灯に は、 書き も 書いたり、 

I 古代エジプト 式 手相 及び 人相 鑑定 

あまたに こま 

三角 軒 ドクトル • ャ • ポク レ雨谷 狐 馬。 なや 

める 者 は 来たれ。 

れいさん じゅつ 

クレオ パ トラの 運命 もこの 霊 算術 により わ 



が、 それ は 本篇の 事件に は あまり 関係がない ので、 あ 

まリ のべない ことと し、 関係の ある こと だけ を 書きつ 

ろてんしょう 

づ るが、 三日 目に はかれ は 思い切って、 おなじ 露店 商 

から 電気 コン 口と お釜と お釜の ふたと を 買って ^来荘 

へ もどった。 

ろめい 

かれの 考えで は、 いままで は ほかの 食堂で 露命 をつ 

ないで いたので あるが、 露店 商売 を はじめて みると、 

なかなか 時間が 惜しくて、 店なん か あけて いられない 

し、 それに あの 商売 はとても 腹が へる ので、 食堂で 食 

うよりも 自分で めし をたい て 食った 方が、 経済で ある 

じすいせ いかつ 

という 結論 をえ たので、 いよいよ 文字 どおり 自炊 生活 



雨 谷 はお どろいて 天眼鏡 を 出す と、 動く 釜 を しげ 

しげ ながめた。 かれはし きりに 頭 を ふった。 釜 は 元気 

づ いて 力 二 のように たたみの 上 を はいまわる。 

てんがんきょう 

雨 谷 君 は、 とつぜん 天眼鏡 を ひっこめて ぼんと 膝 

をう つた。 

「う ふン。 これ はすば らしい 金もうけが 見つかつ たぞ。 

エジプト 手相より は、 ずっともう かるに ちがいない。 

い i ようぶんぶ くち やが. W* ぶんぶく が. W- 

一 一十 世紀の 奇蹟 今様 文 福 茶釜 II ではない 文 福 釜。 … 

…文 福 釜で は 弱い。 そうだ 文 福 茶釜 二世 あらわる。 さ 

あいらつ しゃい。 見料 は 見てから でい いよ、 見ない は 

まつだい とくしん 

末代までの はじ だ。 得心の いくまで ゆっくり 見て、 見 



料 はたった 三十 円 だ。 写真 撮影、 写生、 録音、 なにし 

て もよう ござんす よ。 いらっしゃい、 いらっしゃい、 

と いうの はどう だ」 

大学生 雨 谷 君 は、 すっかり 香具師に なった つもりで 

ある。 

さあ、 彼の 大金もう けの 計画 は、 うまく 成功す る だ 

ろうか。 それにしても ふしぎな の は その 釜であった。 

いったい どんな 秘密 を、 この 釜が 持って いるので あろ 

ク ゝ o 

う 力 



金属 Q の 謎 



「どうかね。 なに か 手がかり をつ かんだかね」 

長 戸 検事 は、 役所へ たずねて きた 蜂 矢 十六 探偵の 顔 

を 見る と、 目 を すばしこく 走らせて そういった。 

「あなたのお 気に 召さない、 例の 方面 を ほじく つてい 

るんで すがね」 

と、 蜂 矢 探偵 は 検事の 机の 横にお いて あるい すに 腰 

をお ろして、 にやり と 笑った。 

「はは あ、 また 〃金属 OU の 怪談 か。 きみ も 若い くせ 



におば けばな しに こる なんて、 おかしい よ。 良くい つ 

て も、 きみが おとぎばなし を ひとつ 作った というに す 

ぎない」 

検事 は、 いまいま しそうに、 ェ ンピッ のおし りで 前 

に ひろげて ある 書類 を ぼん ぼんと たたく。 

金属 Q と は？ それ は 本篇の はじめに ご 紹介した が、 

針目 博士の 日記と 研究 ノ— ト のなかから 蜂 矢 探偵が ひ 

ろい あげた 謎に みちた 物件であった。 

金属 Q! 

それ はほんと うに 実在す るの か。 それとも 針目 博士 

が 頭の 中に えがいて いた 夢に すぎない のか その どっち 



か、 よく はわから なかった。 第一、 博士の 書き残して 

ある もの を 読み あさっても、 金属 Q なる ものが どんな 

もの やら、 そして どんな 性質 を もって いるもの やら、 

そこらが はっきり 書いて ない。 そのうえに、 博士の 書 

いて ある 説明 は 現代に おいて、 普通に 知られて いる 

りがく はん，^ かい 

理学の 範囲 を かな リ とび 出して いて、 解す る ことが む 

ず かしい。 正しい のか、 まちがつ ている のか、 それさ 

え 判定が つき かねる。 

だが、 蜂 矢 十六 は、 そういう わけの わからな いもの 

の 中に、 自分 も 共に わからないで ころがって いるの は、 

おろかで あると 思った。 じぶん は 探偵 だ。 金属 Q の理 



学に 通じ、 その 論文 を 完成す るの は、 世の 学者た ちに 

まかせて おけば いい。 じぶん は 身 を もって 金属 Q とい 

あや ぶっけん 

う、 怪しき 物件に ぶっかり、 それ を 手の 中に おさえて 

しまえば、 それでい いのであった。 そして それ はいそ 

がねば ならない。 

そこで 蜂 矢 は、 すこぶる 大胆に、 つぎの 仮定 を 考え 

た。 

かいぶつ けん じつざい 

一、 金属 Q という 怪物 件が 実在す る。 

二、 金属 Q は、 人造され たもので ある (針目 博士 だ 

そうぞう 

けが、 それ を 創造す る ことができる らしい)。 

三、 金属 Q は、 生命と、 思考力と を 持って いる。 



蜂 矢 は、 この 三つの 条件 を そなえた 金属 Q が 実在す 

ると、 かりに 信じ、 これ を レンズと 見なし、 その レン 

ズを 通して これまでの 怪事件 を、 見なお したので あつ 

た。 そのけ つか、 長 戸 検事のと ころへ 出む いて、 もう 

一 度お とぎばなし をす る 必要 を 感じた の だ。 

「検事さん も ごらんに なった、 あの 第二 研究室の 中の 

しさくぶ つ 

棚に 並んで いた、 へんな 試作 物の ことです がね。 たし 

か 『骸骨の 一 』 から 『骸骨の 八』 までの 箱が ならんで 

いたそう です が、 あの 中に あった へんな 試作 物 こそ、 

金属 Q の 兄弟 だつ たんじ やないで すかね」 

「ふ— ン」 



検事 は、 天 じょうの すみ を 見 あげて、 ため息と もう 

なり 声と もっかない 声 を 発した。 

—— そうだ。 たしかに じぶん は 「骸骨の 一」 とか 「骸 

骨の 二」 とか 札の ついてい たもの を 見物した。 それ は 

リ つたいき かがくてき もけい 

すこぶる かんたんな 立体幾何学 的な 模型の ような 形 を 

していた。 

大小 三つの 輪が、 からまりあって いるよう な、 そし 

てかごの できそこないみたい にも 見える ものが あった _ 

あれが たしか 「骸骨の 一」 であった。 

それから、 三本の 直線の 棒が 平行に ならんで いて、 

その あいだに 助 骨の ように 別の みじかい 棒が 横に わ 



"どうした のだろう。 わけがわからない" 

と 博士が 叫んだ。 その 直後、 さっきから じりじりと 

焦れて いた 川 内 警部が、 火の つ いたよう な 声で 叫んだ 

ため、 なに かそれ が剌 げきと なったら しく、 博士 は "危 

険だ、 みなさん 外へ 出て ください， と 追い出し、 そし 

て その あとで あの 爆発が 起こった の だ。 して みれば、 

ふんしつ 

「骸骨の 四」 が 紛失して いた ことが ひとつの 手がかり 

かもしれ ない。 いま、 蜂 矢 探偵が、 あの へんな 透明な 

針金 細工の ような もの を、 金属 Q の 兄弟で はない かと 

こんきょ 

うたがって いるの も、 根拠のない ことで もない と 思わ 

れる。 そこで 検事 はいった。 



「 …… もし、 そうだったら、 どうした というの かね」 

「殺人事件の 起こる まえに、 金属 Q だけ は、 第二 研究 

室から 逃げ出して いたんです。 博士 は、 それに 気がつ 

かないで いた。 その 金属 Q は、 お手伝いさんの 

たにまみ ねこ 

谷間 三 根子の 部屋に もぐりこん でいた。 そして 彼女 を 

殺した のです。 三 根子の 両手 両腕、 肩 や 胸な どに 傷が 

たくさんつ いてい ますが、 あれ はみ な、 金属 Q とわた 

リ あつたと きに できた 傷 だと 思 うんです。 どうです 

ゝ 一 

力」 

蜂 矢 は、 にゃにゃと 笑った。 そのと き 検事の 方 は、 

さっきと はちがつて かたい 表情に なって いた。 だが、 



黙して いた 



殺人者の 追跡 



「そのの ちに なって、 川 内 警部が 足首の 上 を 斬られ、 

田 口 巡査 は ほお を 斬られ ましたね。 あれ もみな、 金属 

Q の やった 第二、 第三の 事件なん です。 これ はどうで 

す」 

蜂 矢 探偵 は、 いよいよ 検事の ほうへ 向きな おって、 



検事の 答え はどう かと、 目 をす える。 

検事 は、 目 をと じた。 そして 無言 だ。 

「そ う 考える と、 針目 博士 邸 における 三つの 

さ つじん しょうが いじけん 

殺人 傷害 事件 も、 かんたんに 答が 出て しまう のです が 

ねえ。 どうです 検事さん。 このお とぎばなし を 採用な 

さ つ たら どうです か」 

検事が、 やっと 目 を あけた。 かれは、 ェ ンピッ のお 

しりで 書類のう え を ぴしリ とう つ た。 

「だめ だ。 いくら 答が うまく 出ようと、 仮定のう えに 

立つ 答 は、 ほんとの 答と はいえない。 金属 Q が はたし 

て 谷間 三 根子 を 殺した か、 川 内 君 を 斬り、 田 口 巡査 を 



斬った か。 そのと ころの 証明が できない かぎり、 その 

答 を 採用す る わけに はいかん。 まさか 検事が 全文お と 

ぎば なしの 論告 はお こなえない」 

そうはい つたが、 検事 も 「もし 犯人が 金属 Q ならば」 

の 仮定 をお いて、 答がず ばりと でる その 明快 さに は、 

心 をう ごかされ ている ようすで あつ た。 

蜂 矢 はかる くうな ずいた。 その 仮定 さえ 証明で きれ 

リ ようか い 

ば、 検事 も 了解す ると 見て とった からで ある。 

「さあ、 その 仮定が 真な リ という 証明です が、 これ は 

針目 博士に 会って 聞けば、 一番 はっきりす るんで す。 

しかし 困った ことに 針目 博士 は 姿を消して しま つ た」 



ついせき 

たし は 金属 Q を 追跡して いるので す」 

「え、 なんだ つて、 金属 Q を 追跡して いるって。 きみ 

しょうき 

は 正気 かい」 

長 戸 検事 は 目 を まるくして、 蜂 矢 探偵の 顔 を 見つめ 

た。 

「検事さん。 わたし はもち ろん 正気です よ」 

「だ つ て どうして 金属 Q を 追跡す る ことができ るんだ 

い。 そんな もの は、 どこに もす がた を 見せた ことが な 

い」 

「さあ、 そこです よ。 金属 Q のす がた を 見た 者 はない 

また 金属 Q の すがたが どんな 形 をして いるか、 それ を 



知っている 人 もない ようです。 です が 金属 Q は、 まず 

第一 に 谷間 三 根子 を 殺害し ました。 あの 密室 をう ちゃ 

ぶって、 中へ とびこんだ 連中 は、 室内に 金属 Q のす が 

た を 発見す る こと はでき なかった が、 そのす こしまえ 

に 金属 Q が 電灯の かさに あた つ て、 かさ を こわす 音 は 

耳で 聞きました。 そうでしょう」 

蜂 矢の 話 は、 事件の すじ 道 をた しかに 前よりも あき 

ら かにした ように 思われ、 検事 も 心 を 動かさずに いら 

れ なくなった。 蜂 矢 はつ づける。 

「つまり、 金属 Q は、 相当の かたさ を 持って いるが、 

ていぎ 

すがた は 見えに くいもの である。 このように 定義す る 



ことができます。 この こと を 裏書す る もの は、 つぎの 

警部と 田 口 巡査の 負傷 で す」 

「あ、 なるほど」 

「見えない 金属 Q は、 あの 室内に とどまって いたんで 

すが、 きゅうに ふとんの した かど こから かとび 出した。 

そのと き 川 内 警部の 足首の 上 を、 す ー ッと 斬った。 そ 

して 金属 Q は 室外へ とび 出した のです。 そこ は 廊下で 

い ま 

す。 廊下 を 博士の 居間の ある、 奥の ほうへ ととんで い 

く 途中、 田 口 巡査の ほお を 斬った。 そうでしょう。 こ 

う 考えて 行けば、 われわれ は 金属 Q を 追跡して いる こ 

とになる。 そう 思われません か」 



蜂 矢の 顔 は、 真剣だった。 

「骸骨の 四」 と Q と 

「なるほど。 そう 考える と、 すじ 道が たつ。 感心した 

よ、 蜂 矢 君」 

検事 は ポケットから タバコ を 出して、 火 をつ けた。 

「さあ その 先です」 

と 蜂 矢 はこぶ しで じぶんの 手のひら をた たいた。 



「それから 先、 金属 Q は どこへ 行った かわからない。 

わかって いるの は、 あなたがたが、 博士に 談判して、 

倉庫 や 研究室 をお しらべに なった ことです。 それから 

爆発が 起こった という わけです」 

「ちょっと まった、 蜂 矢 君。 れいの 『骸骨の 四』 ね。 

第二 研究室の 箱の 中から すがたをけ していて、 針目 博 

土が おどろいた あれ だ。 あの 『骸骨の 四』 と 金属 Q と 

はおな じ ものだろう か。 それとも 関係がない もの だと 

思う かね」 

検事 も、 いつの 間に か、 蜂 矢のお とぎばなしに 出て 

くる K 定を、 しょうしょう 利 BP しないで はいられ なく 



なったら しい。 

「ああ、 そのこと です か。 わたし は 問題 をかん たんに 

する ため、 いちおう その 『骸骨の 四』 と 金属 Q とが 同 

一物で あつたと 仮定し ます。 もし この 仮定が まちがつ 

ていたと ころで、 たいした あやまり ではない と 思い ま 

す。 同一 物で ない としても、 両者 は 親類ぐ らいの 関係 

にある ものと 思います」 

「ふ— ン。 そうかね」 

「つまり どっち も 博士の 研究 物件なん です。 そして ど 

つち も 生命と 思考力と を 持つ て いるものと 考えられる _ 

か つどう りょく 

いや、 その上に 活動力 を 持って いるんで す。 『骸骨の 



四』 は、 金属 Q と 同一 物で あるか、 そうでな いにして 

も、 金属 Q は 『骸骨の 四』 から 生まれた 子 か 孫 かぐら 

いのと ころでしょう。 けっして 他人で はない」 

蜂 矢の ほおが 赤く 染まった。 かれ も、 じぶんの たて 

た 推理に 興奮して きたので あろう。 

「これ は 気味の わるい ことにな つた」 

と 検事 は、 指に はさんだ タバコから、 灰が ぼたり と 

ひざの 上へ 落ちる のに も 気がつかない。 

「われわれ は 知らない うちに、 金属 Q と 同席して いた 

ことになるん だね。 これ は 生命び ろい をした ほうかね 

いやな 気持 だ」 



て くれた ものです。 じつは 茶釜 じ やなく、 めしたき 釜 

の 形 をして いるんで すが、 それが ひょこひょこ 動き 出 

し、 音楽に 合わせて おどったり、 綱 わたり もす るんで 

す。 しかも インチキ ではない らしい …… 」 

「インチキに きまって いるよ。 きみ もば か だね え」 

「いや、 ところが わたしの しらべた ところ は、 インチ 

キ でない のです。 わたし は 気がつい たのです。 あの 新 

文 福 茶釜 こそ、 金属 Q そのものが、 茶釜にば けて いる 

のか もしれ ません」 

「なに、 金属 Q だって。 よし、 すぐ 出かけよう。 そこ 

へ つれていつ て くれた まえ」 



まする。 ところが この 綱 わたり は、 あっちに も ある、 

こ つちに も あると いうかび くさい 綱 わたりと はちが い 

きそうてんがい だいだ い. 5 ば つ 

す ， J ぶる 奇想天外、 大 々 奇抜な る 綱 わたりで) 」 ざ いま 

ちょうえつ 

する。 それ はじつ に、 ュ— ク リツ ドの 幾何学 を 超越 

し」 

と、 ここまで いうと、 れいの 花の ような 女 助手が 左 

右から 雨 谷のう しろに きて、 雨 谷のから だに、 うらが 

まっかな 大学教授の ガウン を 着せ、 それから 雨 谷の 頭 

の 上に、 ふさの ついた 四角い 大学 帽を のせる。 

「しかして 二十世紀の 物理学の 弱点 をつ き、 大宇宙の 

奥に ひそめられ たる 謎 をば、 かつ 〔# 「かつ」 は ママ U 



ギリシャの 科学 詩人 I 」 

「能書が 長い ぞ」 

「早く やれ ッ。 演説 を 聞きに きたん じ やねえ や。 綱 わ 

たり を やら かせ」 

「そうだ、 そうだ。 早く 茶釜の 綱 わたり を 見せろ」 

「 …… いや、 諸君の ご 熱望に こたえ、 くわしき 説明 は 

あとに ゆずり、 では さっそく 綱 わたり をお 目に かけ ま 

はながた ちゃがま だ ゆう 

する。 花形 茶釜 大夫、 いざまず これへ お 目 どおり を。 

ま— ッ」 

すると、 れいの 怪物の 釜が、 赤い ふとんから むくむ 

くと 動きだして、 ぬつ とさし だした 雨 谷の 手の 上に 



ていら つし やい」 

釜 は、 綱 を 向う の はしまで わたりき ると、 こんど は 

引き返し だ。 むぞうさに 綱の 上 をつつ ー ッと 走る。 

「さあ、 これより はお 目 をと めて ご 一覧、 二十世紀 茶 

だっせん 

釜 は 脱線の 巻と ござい」 

雨 谷の 口上。 すると ふしぎな 釜 は 綱 を ふみはずした。 

あつ、 落ちる かと 思った が、 落ち もしない。 綱 を ふみ 

はずした まま、 あやしい 釜 は宙に 浮いて いる。 

r つぎなる 芸当 は、 一 一十 世紀 茶釜 は宙 がえ り 飛行の 巻 
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すると あやしい 釜 は 綱の まわり を、 くる ッ くる ッと 



ラ セン 状に まわり だした。 なぜ 釜が、 そんな 宙が えり 

飛行 をす るの かわからない。 

「このところ 糸く リ車。 これより いよいよ 早くな リま 

して 急行列車の 車輪と) J ざ い 」 

釜 はくる くると、 目に もとまらぬ 速さで まわ リ だし 

た。 観客 は 拍手 大 かっさい である。 

「これこれ 釜さん。 ちょいと 見物の 衆に 拍手のお 礼 を 

なされよ」 

雨 谷が いうと、 ものすごい 速さで ラ セン 回転 を し て 

いた あやしい 釜 は、 ぴたりと 舞台の 中央に —— おお、 

それ は 宙づりの 形で もって、 ぴたりと とまり、 おじぎ 



ね」 

「じゃあ、 なんの 力で 動く のか、 解釈が つかない では 

ないか。 あの 釜 を 動かして いる 力の みなもと は、 いつ 

たいなん だ」 

「それ こそ 金属 Q です よ」 

「金属 Q ？」 

「針目 博士が 作った 金属 Q です。 生きて いる 金属 Q で 

す。 生きて いるから 動き もす るし、 宙が えりもす る」 

「はつ はつ はつ。 きみ は 解釈に こまる と、 みんな 金属 

Q の 魔力に してし まう。 いくら 原子力時代 でも、 そん 

な ふしぎな 金属 Q が 存在して たまる もの か。 または じ 



まった ね。 きみのお とぎばなしが」 

「長 戸さん。 あなた はこ こへ きて、 さっきから あれ ほ 

ど、 金属 Q なる ものの 活動 を ごらんに な つ てお きなが 

ほんぞん 

ら、 まだ その 本尊 を 信じようと はせられ な いのです か」 

「あれ は 一 種の 妖術 だよ」 

「では、 誰が 妖術 を 使って いると 思われる のです か」 

えんびふく いっとう 

「それ は あの 燕尾服の 男と その 一統 か、 あるいは 針目 

博士 だ」 

「針目 博士です つて。 あなた は 博士が まだ この 世に 生 

きている と 思つ てい るんで すね」 

「いや、 確信 はない。 しかし、 もしも 針目 博士が 生き 



「おい、 あそこに あやしい 奴が いる。 逃げる つもりら 

しレ I 力すな」 

そういつ たの は、 長 戸 検事であった。 

かれは さすがに、 職掌 がら 落ちつい ていて、 あの 

だいちん じ 

ような 大 椿事のと きに も あわてないで、 ひとりの あや 

しい 人物 をみ とめた の だ。 その 人物 は、 舞台の すぐ 前 

にいて、 いす 席に はっかず、 たって 見物して いた。 そ 

して あの 事件の 起こる すこし 前にな つて、 かれは、 

吊 皮で くびから 吊って 小脇に かかえて いた カバン ぐら 

いの 大きさの 黒い 箱 を 胸の 前へ まわした。 その 箱と 舞 

台と を はんぶんに のぞきながら、 かれは その 箱 を 手で 



いじって いた。 そのうちに、 かれが さっと 顔 を きん 

ちょうさ せた。 そのせ つなに、 舞台で は 二十世紀 茶釜 

が、 綱 を 踏み はずして 下に 落ちた のであった。 

こうちょく 

すると その 人物 は、 いっしゅん 硬直して いた。 

快 心の ほおえみ を もらした ように も 思えた が、 なにし 

かまぼう し 

ろ その 人物 は、 茶色の、 型の くずれた お釜 帽子 を まぶ 

かに かぶり、 大きな 黒めが ね を かけ 顔の 下半 分 は、 黒 

いひげ でお おわれて いたので、 その 表情 を はっきりた 

しかめる ことができなかった。 

(あやしい 奴！) 

検事の 目が、 はりつい たように じぶんの 上に あると 



引き返し てきた。 

「場内で ひろつ たんです が、 たしかに これ は 二十世紀 

文 福 茶釜の 破片の 一 つです。 よく 見て ください」 

「これが、 そうな のかい」 

蜂 矢 は、 その 破片 を 手に とって、 いくど も 裏表 を ひつ 

くりかえして 見い つた。 この 破片 は、 釜の ごく 一部分 

であるが、 釜の つば もつ いていた。 

「このほかに、 茶釜の 破片 は 落ちて なかつ たんだろう 

ゝ I 

力」 

「さあ。 落ちて いたか もしれ ません が、 ぼくの 目に と 

まった の は、 これ だけでした」 



「そうかい。 とにかく これ はいい もの を 拾って 来て く 

れた。 これ は、 ぼくのと ころに 保管して おくが、 ひよ つ 

とすると 今夜 あたり、 これが コゥ モリの ように 空中 を 

とびまわる かもしれ ない ね」 

「えつ、 なんです つて」 

「いや、 なんでもな いよ」 

蜂 矢 は、 あと をい わなかった。 それ はじ ぶんの 想像 

のために、 小 杉 少年 を 不必要に こわがらせても いけな 

いと 思った からで ある。 だが 蜂 矢の 想像と して は、 も 

しも この 茶釜が、 針目 博士の 作り出した 金属 Q であつ 

たと したら、 たとえ それが 今 は 破片に なって いるに せ 



命 は、 どうな つたであろう。 

茶釜が 破壊した ときに いっしょに、 怪 金属の 生命 も 

終つ てし まった のであろう か。 

いやいや、 そうかん たんに は 断定で きないであろう _ 

もともと 怪 金属 は、 非常に 小さい ものであるから、 も 

し 茶釜の 中に それが はいって いたと しても、 茶釜が 破 

壊した ときに、 その 生命が 不運に も 二つに 折られる よ 

うな こと は、 まずまずない であろう。 

そうだと すると、 怪 金属 は、 どこかに 今 も 生きて い 

る 可能性が ある。 可能性が あると いう だけの ことで、 

かならず 生きて いると はいえない。 この 二十日 間、 世 



矢 探偵が 書斎に いるの を 見つける と、 つかつか とその 

二目 < I 

「蜂 矢 君。 茶釜の 破片 を わたした まえ」 

怪しい 客 は、 しゃがれ た 声 を 出して、 ぶっきらぼう 

にいう。 

「いったいき みは、 誰です か」 

蜂 矢 探偵 は、 しずかな ことばで、 怪しい 客に たずね 

た。 

「茶釜の 破片 を わたした まえ。 いそいで、 それ を わた 

した まえ」 

「なぜ、 きみに わたす 必要が あるんで すか。 それが わ 
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「いう こと をき かないと、 殺す ぞ」 

「殺す、 ぼく を 殺して、 なんになります か。 すこしも 

きみの ために はならない、 茶釜の 破片 をし まって ある 

場所 は、 もし ぼくが 殺される と、 きみに おしえる こと 

がで きない。 それでもい いんです か」 

「うう む 」 

怪しい 客 は、 うなり ごえと ともに、 からだ をぶ るぶ 

るふる わせて、 

「早く 出せ。 きみが 茶釜の 破片 を 持って いる こと は、 

今き みが 自分で しゃべ つた」 



れが 生き ものの ように、 はげしく 息をして いる。 ふく 

れ たり、 ちぢんだり、 横に 立ったり、 形 を かえたり。 

いよいよ 怪しい もの だ。 

「待って くれ。 きみの いう こと は、 きく。 らんぼうす 

るな」 

蜂 矢 は、 まっさお になって いすから 立ち あがり あと 

ず さりした。 今までの 落ちつき をう しなって、 日頃の 

だ 、， ろうば 、ノ 

蜂 矢に は 見たくて も 見られない ほどの 大 狼狽 だ。 どう 

したの だろう。 

「もうきみ と 口 をき く 必要 はない。 しずかに していろ- 

きみの 脳にたい し 直接 問いた だす ことがあ るんだ。 茶 



釜の 破片の かくして ある 場所 を 問いた だすんだ。 もう 

きみに は 答えても らう 必要 はない。 用が すめば、 きみ 

を 殺して やる」 

「待て、 金属 Q! 話が 残って いるんだ。 待って くれ、 

骸骨の 第 四 号！」 

「ふ ふ ふ ふ。 そこまで、 きみ は 知っている のか。 それ 

を 知っていながら わたしの じゃま をす ると は、 いよい 

よ ゆるして おけない。 いじわるの 人間よ。 あとでき つ 

とかた づけて やる」 

「まあ 待て、 きみに 一 つ 重大な 注意 を あたえる。 きみ 

を 作った 針目 博士 はちゃん と 生きて いる ぞ。 博士 はき 



「きみ は、 あの 日、 なぜ 綱 わたりに 失敗して、 墜落し 

たか その わけ を 知っている のかい。 それ を ぼくが 話し 

て やる。 あれ はね、 針目 博士が 特殊の 電波 を もちいて 

きみ を まひ させたん だ。 きみ は 思いだ して みるがい 

い」 

「ふ— ん。 どうもお かしい と 思った。 針目 博士が 生き 

ているなら、 これ はぐず ぐずして はいられない。 おい 

博士 は ど， J にいる」 

「知らないよ。 ほんとうに 知らない。 ぼくたち も 博士 

いどころ 

の 居所 を 探し あてたい と 思って いるの だ」 

「うう ー ん。 うそつき どもの 集まり だ。 よし、 おれ は 



他人の 力に よって 征服され る もの か。 さあ、 仕事 だ。 

茶釜の 破片 を 出せ。 いや、 きみの 返事なん かいらない。 

直接に きみの 脳から きいて やる」 

そういうと、 怪しい 客 —— 金属 Q は 蜂 矢に おどり か 

かった。 

蜂 矢 は ひらりと からだ を かわした が、 金属 Q はとて 

もす 早く、 蜂 矢 は 二度目に は ねじ伏せられた。 とたん 

に ひどい 頭痛 を 感じた。 

「う— ッ、 苦しい」 

「はつ はつ はつ。 金庫の 中に しまって あるの か。 もう 

きみに は 用 はない。 いや、 殺して や るんだ」 



このと き 小 杉 少年が とびこん できて、 ゴルフの クラ 

ブで、 金属 Q のうしろ から 力 いっぱい なぐりつけた。 

「やや ッ。 誰 だ」 

金属 Q は、 びっくりして うしろ を ふり 返った。 その 

すきに 蜂 矢 は 立ち あがって、 いす をつ かんで 怪人の 足 

を はらった。 怪人 は 大きな 音 をた てて ひっくりかえつ 

た。 が、 すぐさま はね 起きる と、 こんど はふたり に は 

目 も くれず 金庫の 前に とんで いった。 すると 金庫 は、 

とびら 

とつぜん 火 を 吹いた。 金庫の かたい 扉の まん 中に 大 

穴が あいた。 怪人 は、 その 中から、 蜂 矢の たいせつに 

していた 茶釜の 破片 を つかみだした。 



蜂 矢 はいす の 背 を とびこえて、 電話機の ところへ と 

んで いった。 

かい ま さいご 

怪 魔の 最後？ 

か い まきん ぞく 

怪魔 金属 Q が 逃げた！ 

くろずきん 

怪 金属 Q は、 長い 黒 マントに 黒頭巾 を 着て 人間の 形 

を よそおい、 日 比 谷 公園の 方へ 逃げた。 

怪 金属の 実体と いうべき もの は、 マネキン 人形の 頭 



部の てっぺんに 乗って いる。 それ を 捕え るんだ！ 

このような 知らせが、 長 戸 検事のと ころへ 蜂 矢から 

とどいた ので、 検事 はび つくりし たが、 かねて 待って 

いた こと だから、 すぐ 手続き をと つて、 警察力の すべ 

かい ま ついせき たいほ 

て を あげて 怪 魔の 追跡と 逮捕に とりかかった。 

しまうま つまう 

連絡の 電波 は、 四方八方に みだれとんで、 金属 Q の 

行方 をたず ねま わる。 

「いました。 金属 Q らしい 長 マントの 怪人が 議事堂の 

塔の 上に います」 

「なに。 議事堂の 塔の 上に 怪魔 がいる というの か」 

そうさた いちょう 

長 戸 検事 は 今 は 金属 Q 捜査 隊長に 任命 せられて いた 



ので、 これ を 聞く と ただちに ぜんぶの 隊員へ 放送した。 

とラ じょ ラ 

「手配 中の 犯人 は 議事堂の 塔 上 にの ぼって いる。 

ほうい 

包囲して、 取りお さえよ」 

命令一下、 警官隊 は 議事堂へ むけて 突進した。 自動 

， J うず い 

車と ォ ー ト バイとの 洪水 だ。 それに 消防隊が 応援に か 

けつけ る。 

選抜 隊が百 名、 いよいよ 屋上へ 通じてい る 階段 をの 

ゆうほ じょう 

ぼって、 塔の もっとも 下の 遊歩 場へ 姿 を あらわした。 

怪魔 は、 塔の 上で、 ぐった リ となって いる。 やつば 

リ 疲れ はてた ものと 見える。 風に、 長 マントが まくれ 

くろずきん 

る。 黒頭巾が、 ひとりで こっくり こっくり とお じぎ を 



している が、 これ も 風の いたずら らしい。 

附近の 建築物の 屋上に も、 警官隊が ぎっしりとの 

ぼって、 もし 怪 魔が こっちへ 逃げて きたと き は 取りお 

さえようと、 手ぐ すね ひいて いる。 

とう せんたん 

そのうちに 怪魔は 気がつい たらしく、 塔の 尖端に 立 

ち あがって、 きょろきょろと 下 をな がめ まわした。 と 

思ったら、 怪魔は マントの 下から、 石の ような もの を 

下へば らばら とまいた。 それ は 下にせ ま つ ている 警官 

隊 のまん 中で 大きな 音 を あげて 破裂した 。 警官た ち は 

し よ うぎ 

将棋 だお しにな つ た。 

「うて ッ I 



「あんがい、 かんたんな 最期 をと げた じ やない か」 

た ま 

「大事な ところ を 弾丸に うちぬかれた のだろう」 

怪 魔のから だは、 ばらばら になって いた。 もちろん 

これ は マネキン 人形の 手足 や 胴中 や 首で あるから、 そ 

の はずで ある。 

長 戸 検事が かけつけ、 怪 魔のば らばら になった から 

ねん 、/ 

だ を 念入りに しらべ た。 

「はてな。 なんにもない」 

「検事さん、 あれが ありま せんか」 

「おお、 蜂 矢 君」 

と 検事 はすこし おくれて かけつけた 蜂 矢 を ふり か 



警官 は おどろきの 声 をた てた。 そして 気が 遠くな り 

かけた。 

すると、 その 男の 死体 は、 よろよろと 立ち あがった _ 

そして あやつり 人形の ような 動き かた をして 警官の 方 

へ ふらふらと 近づ いた。 

なむ あみだぶ つ 

「南無阿弥陀仏」 

警官 は、 おそろし さに、 たまらなく なって、 合掌し 

てお 念仏 をと なえ、 目 をと じた。 

、まさり。 

「う ー む」 

ばさりと いうの は、 死体が 冷たい 手で、 警官の 横面 



「あ— ッ、 おそろし や。 死体が 棺の 中に 起き あがって、 

ふらふらと， ，- つちへ やつ てきた。 そして わたし を にら 

んだ。 わたし は、 死体に くいつかれ ると 思った。 おそ 

ろしい と 思ったら、 気が 遠くな つて、 あとの こと はお 

ぼえ ていない」 

「なるほど、 そういえば、 死体が 一 つたり ない が、 ど 

こ へ 行つ たんだろう」 

死体の 行方が 問題と なって、 警官た ち はお 手の もの 

の 捜査 を 開始した。 

しばらく すると、 さっき 目 を まわした 警官 は、 もう 

すっかり 元気 を とりもど したが、 行方 をたず ねる 男の 



死体 は、 どこに も 見あたらなかった。 

ふしぎ だ。 

どこへ 行つ たんだろう。 第一、 死体が 歩く というの 

はお かしい。 

だが、 死体が なくなつ たこと は、 まちがいない。 出 

口 は、 方々 にある。 その どこか を 抜けて 通った ものに 

p- VT ヽ ，八、。 

ち カレな レ 

死体 置 場 は、 さらに 念入りに しらべ あげられた。 そ 

のけつ か、 二つの 新しい 発見が あった。 

その 一 つ は、 議事堂の 塔から 落ちた 怪 少年の 死体 I 

I これ は 死体と いっても、 マネキン 人形の からだな の 



はちゃ たんてい 

蜂 矢 探偵 は、 ようやく からだが あいたので、 ひさし 

ぶりに、 怪 金属 Q の 事件の 方に かかれる ことと なった。 

探偵 は、 力 ー キ ー 色の 服 を 着、 シャベルと つるはし 

と を かついで、 針目 博士 邸へ 行った。 

博士 邸 は、 あの 爆発 事件で、 第二 研究室が 跡 かたな 

く とんで しまって 以来、 住む 人 は 留守番の ほかに、 検 

察 庁から 警官が 詰めてい たが、 その 人々 も だんだんに 

へり、 最後 は ただのひとり となった が、 今 は その ひと 

り も 常に 詰め かけて はいず、 三日に 一 度ぐ らい、 巡回 



だ 道具 は、 なに を 語る であろう か。 

かれは、 これまで 針目 博士 邸に つぎつぎに 起こった 

怪事件 を、 くりかえし 考えた。 そのけ つか、 結論に たつ 

する ことができ なか つ た。 

ほうて い しき 

(まだ 方程式の 数が たりな いんだ) 

結論 を だすに は、 まだ しらべが たりない ところが あ 

る ことが、 はっきり わかった の だ。 

そのたり ない 方程式の 一 つ は、 博士の 第二 研究室 あ 

と を 掘り かえして みる ことで ある。 あの 土の 下から、 

かれは 何もの か を 発見した いと 思って いるので あった。 

その 爆破 跡 は、 これまでに 検察庁 やその 他の 方面の 



蜂 矢 は、 うれしそうに 目 を かがやかして、 針目 博士 

にあい さつ を かえした。 

「なかなか ご 活躍の ようです ね。 とうとう 地下室へ は 

いる 口 を 掘り だされ たんです ね。 感心いた しました」 

「これ は、 ご あいさつです」 

と 蜂 矢 は あたま を かいて、 

「ご主人が いら つ しゃる の を 知らない ままに、 わたし 

が 勝手な こと をして しまいまして 申し わけありません _ 

しかし、 じつは 針目 博士 は、 あの 爆破 事件のと き、 

ふんさい 

粉砕した この 研究室と 運命 をと もに なす つ たように 聞 

いていた のです から、 もう 博士 はこの 世に 生きて い 



「くわしい こと は 知りません が、 針目 博士が 金属 Q の 

製作に 成功せられ たこと は 聞いて います」 

「はは は、 金属 Q か」 

博士 は うそぶいて 笑った。 

「君 は 金属 Q を 見た ことがあ るかね」 

蜂 矢 は、 すぐに は 返事が できなかった。 見た と 答え 

るの が 正しい か、 見ない といった ほうがよ いか。 

「はっきり 手に と つ てみ たこと はありません ねえ」 

「手に とってみ るなん て、 そんな こと はで きないよ。 

だが、 すこし はなれて 見る こと はでき るの だ。 どう だ 

見たい かね」 



「ぜひ 見たい ものです ね」 

「よろしい。 見せて やろう。 金属 Q を、 近くに よって 

こううん もの 

しみじみ 見られる なんて、 きみ は 世界一 の 幸運 者 だ」 

そういうと 博士 は、 いきなり 上衣 を ぬぎすてた。 

チョッキ をぬ いだ。 高い カラ ー を かなぐり すてた。 

その 下から、 おそろしい 大きな 傷 あとが あらわれた。 

くびから のどへ かけて、 はすかいに 十 センチ 近い、 

おおきず 

大傷 を、 あらつ ぼく 糸で ぬいつけて ある。 そんな ひど 

い 傷 をお つて、 死ななかった のが、 ふしぎで ある。 

博士 は、 ワイシャツ もぬ ぎとば して、 上半身 は アン 

ダ ー シャツ 一 枚に なった。 



奇蹟 見物 



「さあ、 よく 見る がいい。 今、 金属 Q を、 この 頭の 中 

から 取り だすから ね」 

博士 は、 とくいの ようす だ。 

それに ひきかえ、 蜂 矢 探偵 はまつ さおに なり、 失心 

の 一歩 手前で こらえて いた。 もしも かれが、 金属 人間 

事件の 責任 ある 探偵で なかったら、 もっと 前に 目 を 白 

くして、 ひっくりかえって、，' ただろう。 



ききかいかい 

かれに もどって いた。 奇々 怪々 なる 博士の ふるまいで 

ある。 いったい、 なんで そんな こと をす るの か、 その 

秘密 を ここでつ きとめて しまいたい。 

「いま、 見せて くだす つたの がれい の 行方不明 になつ 

た 『骸骨の 四』 です か」 

ずばりと 斬り こんだ。 

「よく 知ってい るね。 そのと おりだ。 くわしく いえば 

金属 Q という 名前が あたえられた 第一 号 だ。 つまり、 

たくさん 作った 生きて いる 金属の 試作品の 中で 『骸骨 

の 四』 がまつ 先に、 生きて いる 金属と なった の だ、 そ 

こで これ を 金属 Q と 名 づけた」 



「なるほど」 

「いま、 きみが 見た の は、 金属 Q だけで はなくその 金 

属の まわり を、 人工 細胞 十四 号が 包んで いるもの だ。 

それ は 金属 Q を 保護す る ものなん だ。 もっとも はじめ 

のころ のように、 人工 細胞 十四 号 は 完全に 金属 Q を 包 

か かしょ 

んで いない。 欠けて いる 個所が あるの だ。 そのために、 

金属 Q はいつ も 不安な 状態に おかれて ある。 ああ、 人 

ェ 細胞 十四 号が ほしい。 この 上の 部屋に は あつたんだ 

が、 この 部屋に はない らしい」 

なげ 

博士 は、 不用意に 歎きの ことば を もらした。 そして 

その後で、 はっと 気がついて、 蜂 矢 を にらみ かえした。 



「はは はは、 昼間から ねごとをい つたよう だ。 ところ 

で 蜂 矢 君。 きみ は 感心に、 気絶 もしないで もちこたえ 

ている ね」 

蜂 矢 はう すく 笑った。 

「すばらし いもの を 見せて いただきまして、 お礼 を 申 

します。 すると、 あなた は、 針目 博士です か。 それと 

も 金属 Q なんです か」 

金属 Q が、 人間の 形 をした もの を 動かして いる、 そ 

の 人間 は、 針目 博士に よく 似て いたが、 その 人間の か 

らだを 支配して いるの は 金属 Q である。 ちょうど、 金 

にじ ゆつ せいき ぶんぶく ちゃがま 

属 Q が、 二十世紀 文 福 茶釜に こもって いたよう に。 I 



I これが 蜂 矢の つけた 推理だった。 

「ど つ ち だと 思う かね」 

「金属 Q でしよう」 

「ちがう」 

「じゃあ、 なんです か」 

「針目 博士と 金属 Q が 合体した もの だ。 二つが いつ 

しょに なった もの だ。 しかし、 もちろん 金属 Q は、 針 

目 博士よりも かしこい の だから、 支配 をして いるの は 

金属 Q だ。 おどろい たかね、 探偵 君」 

博士 はそう いって、 からからと 笑う のであった。 そ 

の 笑い声が、 蜂 矢の 耳から 脳 をつ きとお し、 かれは 



「とんでもない 話です。 わたし はお ことわり します」 

と、 蜂 矢 はう しろへ 身 を ひいた。 まったく とんだ 話 

せんきょ 

である。 そんな 怪 金属に この 身 を 占拠され てた まる も 

力 

「きみが なんとい おうと、 わし は 思った とおりに やる 

の だ。 じたばた さわぐ の はよ したがいい ぞ」 

博士 は、 じりじりと つめよって くる。 蜂 矢 探偵 は、 

だんだん うしろへ さが つ て、 やがて 壁に おしつけられ 

てし ま つ た。 

「どうす るんで す。 金属 Q は、 ただ ひとりの はず。 ほ 

かに 仲間が あるなん て、 うそです。 きみが、 わたしの 



これにた いして、 あとから 現われた 針目 博士の 方 は 

むぼう 

無帽で ある。 頭に は 繃帯 を 巻いて いない。 

服装 は、 蜂 矢 探偵 を 追いつめ ている 針目 博士の ほう 

こふ 1 つ ぞろ 

は、 黒い ラシ ャの 古風な 三 つ 揃いの 背広 をき ちんと 身 

につけて いるのに 対し、 あとから あらわれた 針目 博士 

の 方 は、 よごれた 力 ー キ— 色の 労働 服 をつ けて いた。 

きじゅう 

服 はきれ いで はない が、 小 わきに りっぱな 機銃みたい 

な もの を 抱えて いる。 

「動く と、 これ をつ かう ぞ。 すると、 金属 はとろ とろ 

と ほうかい 

と 溶けて 崩壊す る」 

あとから あらわれた 針目 博士が、 はやくちに、 だが 



「おい、 金属 Q。 こんど は、 廻れ 右 をして 壁 を 背に し 

て、 こっちへ 向 くんだ」 

金属 Q と、 しきりに、 あとから あらわれた 博士 

が 呼んで いるの が、 はじめからいた 方の 針目 博士の こ 

とだった。 —— ほんと かしら —— と、 蜂 矢 は 目 をい そ 

がしく 走らせて 見 くらべる が、 顔 はよ く 似て いて、 く 

ベ つ をつ け かねる。 

金属 Q と 呼ばれた 方の 博士 は、 しぶしぶ 動いて 壁に 

背 を 向け、 こっちへ 向きな おった が、 とつぜん 早口で 

叫んだ。 それ は、 妙に しゃがれ た 声だった。 

「きさま こそ、 金属 Q じ やない か。 わし は 針目 だぞ、 



ごまかして はいかん。 しかし、 わし は 今、 抵抗す るつ 

もり はない」 

頭に 繃帯 を 巻いた 方が、 こんど は 機銃み たいな もの 

力 力 

を 抱えた 方にたい し、 金属 Q よばわり をす るの だった _ 

これで はいよ いよどつ ちが ほんものの 針目 博士 だか わ 

から なくなった。 

かめん 

「きみこ そ 金属 Q だ。 そんなに がんばる のなら、 仮面 

を は いで やる ぞ」 

と あとから あらわれた 博士が 自信 ありげ に いって、 

蜂 矢の 名 を 呼んだ。 

「なに か 用です か」 



落ちた 仮面 

「わけはな いんだ。 それ、 その 男の 額のと ころに、 皮 

がま くれ あがって いると ころが ある。 それ を 指先で つ 

まんで、 下の 方へ、 力 いっぱい はぎとれば いいんだ」 

なんという 惨酷な 命令 だろうと、 蜂 矢 は、 この 命令 

きょ ぜ つ 

を 拒絶し ようと 考えた が、 ちょっと 待った、 なるほど 

それにして はお かしい 額ぎ わの 皮の まくれ 工合 だ。 

(はま あ。 さ r- ま ) 

と、 かれは そのと き 電光の ように 顔の 中に 思い出し 



しかも マスクの 下から あらわれた その 顔 こそ、 前に 

警視庁 の 死体 置 場から 、 国会議事堂 の 上から ころがり 

落ちた 動く マネキン 少年 人形の 肢体と ともに、 おなじ 

夜に 紛失した 猿 田の 死体の 顔と おなじであった から、 

きかい 

ますます 奇怪で あ つ た。 

これでみ ると、 蜂 矢 探偵 を この 地下室へ 案内した 針 

目 博士 こそ、 金属 Q のばけ たもので あると 断定して、 

まちが いないと 思われる。 怪魔 金属 Q は、 議事堂の 塔 

の 上から 落ちて 死体 置 場に 収容せられ たが、 夜更けて 

金属 Q は そろそろ 動き 出し、 身許 不明の 猿 田の 死体の 

中にはい りこみ、 そこ を どうにか 逃げ出し たもの らし 



い。 そういう こと は、 金属 Q の 力と 智恵 とでで きない 

ことで はない。 その上で、 彼 はお そらく この 針目 博士 

の 地下室へ もぐりこみ、 そこで 針目 博士 そっくりの マ 

スクを 作ったり、 健康 を 早く とりもどす くふう をした 

リ、 博士の 古い 服 を 盗み出して 着たり、 その他い ろい 

ろの 仕事 を やりとげた のであろう。 

か いまきん ぞく 

まことにお どろくべき、 そしてお そるべき 怪魔 金属 

ひであった。 

こうして、 始めに あらわれた 針目 博士の 正体が 金属 

Q であると すれば、 あとから あらわれた 針目 博士 こそ 

ほんものの 針目 博士な ので ある。 そう 考えて、 この 際 



まちがいない であろう。 蜂 矢 は、 その 方へ ふりかえつ 

た。 

「これでい いです か、 針目 博士」 

きじゅう かか 

すると 機銃み たいな もの を、 なお もしつ かり 抱えて 

いる 針目 博士が、 

「それでよ ろしい。 どうです。 わかった でしよう。 か 

れ こそ 二 セ モノであった のです。 まったく 油断 もなら 

ぬ 奴です。 もともと わたしが 作った 金属 Q です が、 

まったく おそろしい 奴です」 

といって、 博士 は 顔 を 青く した。 

「どういう わけで、 あなたに 変装した のでし ようか。 



何 か、 はっきりした 計画が、 金属 Q の 胸の 中に あるん 

でしよう か」 

蜂 矢 探偵 は、 そういって たずねた。 

あとに なって 考える と、 蜂 矢の この 質問 は、 あんま 

り 感心した ものでなかった。 そんな 質問 は あとで ゆつ 

くリ 聞けば よかった ので ある。 それ は 不幸な できごと 

の 幕 あきのべ ル をなら したよう な ものだった。 

「それ はです ね。 金属 Q という 奴 は —— 」 

と、 博士が 蜂 矢 探偵の 質問に 答え はじめた とき、 機 

じんこう さいぼう はかい じゅう 

銃の ような 形 をした 人工 細胞 破壊 銃 を かまえた 博士に、 

すき 

ちょ つ と 隙が できた。 



この 人工 細胞 破壊 銃と いうの は、 その 名のと おり、 

人工 細胞に あてる と、 それ をた ちまち ばらばらに 破壊 

しさる 装置で、 強力に 加速され た 中性子の 群れ を、 う 

ち だす もの だ。 かねて 博士 は 安全の ために、 こういう 

も のが 必要 だと 思 い 設計 ま ではして おいた ので あるが、 

「生きて いる 金属」 を 作る 研究の 方 をい そいだ あまり、 

実物 はま だ 作って いなかった。 その後、 金属 Q が あば 

れ るよう になって、 博士 はかくれ て、 この 人工 細胞 破 

壊 銃の 製作に 一生 けんめい 努力した の だ。 そのけ つか、 

きょうの 事件に 間に あつたの だ。 

が、 今 もい つたよう に、 博士の 手許に わずかな 隙が 



できた の だ。 

「ええい ッ」 

とつぜん 金属 Q が 身 を ひるがえして、 前へ とびだし 

つ つ さき 

た。 そして かれは、 博士の 抱えて いた 破壊 銃の 銃 先 を、 

力い つ ぱい 横に はら つ た。 

「あ ッ」 

と、 博士が 叫んだ とき は、 もうお そかった。 破壊 銃 

せんばん 

は 博士の 腕 を はなれて 横にす つ 飛び、 旋盤の 方 をと び 

越して、 その 向う に 立 つていた 配電盤に がちゃん とぶ 

つかった。 もちろん 破壊 銃 は 壊れた。 ガラスの 部分が 

こなごな になって、 あたりに とび 散った。 



金属 Q の 始末 

「なに をす るッ」 

と、 針目 博士が、 どなる。 

「銃 はこ われた。 こうな リゃ、 こっちの もの だぞ」 

金属 Q は、 はんにゃの ような 形相に なって、 博士に 

とびつい ていった。 

だいらん とう しとう 

大乱 闘に なった。 ものすごい 死闘であった。 金属 Q 



ゆうせ \,. 

の 方が 優勢に なった。 かれは、 どこから 出る のか、 く 

そ 力 を 出して、 手 あたりし だい、 工具で あろうと、 器 

具で あろうと、 何で あろうと 取って 投げつ ける。 

蜂 矢 探偵 は、 このす ごい 闘いの 外にあった。 かれは 

ちゅうさい 

しばし 迷った。 仲裁すべき であろう か、 それとも 針 

目 博士に 味方す ベ きであろう かと。 

きぶ つ 

針目 博士 は、 はじめの うち は、 器物 を 投げる こと を 

控えて いた。 しかし 相手が むちゃくちゃに それ を 始め、 

わが 身が 大 危険と なった ので、 博士 はついに 決心して、 

手に ふれた もの を 相手め がけて 投げつ けた。 もう 一物 

のよ ゆう もない の だ。 死ぬ か、 相手 を 倒す かどつ ちか 



だ。 声 を あげて 蜂 矢 探偵に 協力 を 頼む ひま もない。 

ここに 至って 蜂 矢 探偵 も 心が きまった。 

(ここ はいちおう、 正しい 博士に 味方して、 仮面 を は 

がれた 相手 を 倒さなくて はならない) 

蜂 矢 探偵 は、 すぐ 目の前の 台の 上に おいて ある 大き 

な スパナ をつ かんだ。 それ を ふりあげて、 金属 Q にな 

げ つけよう とした。 そのと き 遅く、 かのとき 早く、 ど 

しんと 正面から 腰掛が とんで きて、 

「あ ッ」 

と 蜂 矢が 体 を かわす ひ まもなく、 ガ ー ンと 彼の 頭に 

ぶっかった。 かれは、 一声うな り 声 を あげる とうしろ 



蜂 矢 は、 どきん として その 声の 方 を 見た、 そこに は 

針目 博士が いた。 博士 は 頭部に ぐるぐ ると 繃帯 を 巻い 

ていた。 その 正面のと ころ は 赤く 血が にじんで いた。 

「安心した まえ、 怪物 は、 とうとうく たばった からね」 

そういって 博士 は、 自分の 前 を 指さした。 そこに は 

れいの 金属 Q が 倒れて いた。 

「死ん だんです か」 

「いや、 まだ 油断が ならない。 金属の 本体 を 取り出し 

て、 始末 しないう ち は、 ほんとうの 意味で 金属 Q は 死 

んだ とはいえない の だ、 今 それ を 始末す ると ころ だ。 

きみ は 見物して いたまえ」 



そういって 博士 は 前 かがみに なって、 たおれた 人の 

頭のと ころで ごそごそ やって いたが、 やがてう す 桃色 

をした ぐに やりと した もの を 両の手の ひらにの せて、 

部屋の まん 中へ 出て きた。 それ は 脳みたい な もので 

あった。 

「それ は 何です か」 

と、 蜂 矢 はたず ねた。 

「この 中に、 金属 Q の 本体が はいって いるんだ。 はや 

いとこ、 これ を 焼き捨てる 必要が ある。 そうでな いと 

金属 Q はまた 生き かえってくる。 生き かえられ たんで 

は、 また 大さ わぎになる」 



怪 金属 Q が やどって いた 肉体 は、 ふたたび もとの 死 

体に 帰った ので ある。 

ちゃかっしょく 

ぱっと 茶褐色の 煙が あがった。 れいの ビ ー 力 ー の 

中で ある。 博士が、 液体 薬品の はいった 瓶の 口 を ひら 

いて、 ビ— 力 ー の 中へ そそぎこむ たびに、 茶褐色の 煙 

が 大げさに たちのぼる のだった。 金属 Q が はいって い 

ると いう 脳髄 は、 ビ— 力— の 中で、 沸々 と 沸騰す る 茶 

やくえき か 

褐色の 薬液の 中で 煮られて まっくろに 化して いく。 

「これでい い、 もうこれ で、 金属 Q は 生存 力 を 完全に 

うしなった。 や あや あ、 骨 を 折らせ やが つた。 おお、 

蜂 矢 君。 もう 安心して いいです ぞ」 



「おお ッ …… 」 

博士 は、 その 場に とびあが リ、 おどろきの 色 をし め 

らんだ 

した。 そして さッ とから だ を 壁ぎ わに ひいて、 乱打 さ 

れ ている 戸 を にらみつけた。 

蜂 矢 は、 博士が いやに おどおどして いるの を 見て、 

気の どくに なった。 

「針目さん。 心配し なくても いいです よ。 長 戸 検事た 

ちがき て くれたの でしよう」 

「わたし は、 なにも 心配なん かしてい ない。 しかしな 

ぜ 今ごろ、 長 戸 検事が こんなと ころへ 来たの か、 わけ 

力 わ 力-りな レ」 



ばつき はやさし いが、 蜂 矢と 室内 を かわるがわる にな 

がめ て、 一分の すき もなかった。 

そこで 蜂 矢 は、 かいつまんで、 この 部屋へ はいって 

からの、 いきさつ を 説明した。 そして、 

「 …… そういう わけで、 怪人 Q は、 それの 製作者で あ 

ると ころの 針目 博士の 手で、 あのと おり 焼きす てられ 

たのです。 どうか、 くわしい こと は 博士に たずねて く 

ださい。 しかしで すね、 博士 はい ま、 かな リ 興奮して 

いるよう ですから、 腹 を たてさせな いように 気をつけ 

たがいいで すよ」 

と、 かれと しての 説明 を 終った。 



そこで 針目 博士と 長 戸 検事の 会見と なった わけで あ 

るが、 検事 はよ く 蜂 矢の 忠告 を 守って、 ひきつれ てき 

た 部下た ち を しずかに 入口に ならばせて おくだけで、 

捜査 活動 は 自分 ひとりで やる ことにした。 

「ずいぶん、 しばらくお 目に かかりませんで したな あ 

針目 博士」 

「そうでした、 そうでした。 で、 きょうは 何 用あって 

ここ へ きたので すか」 

博士 はすぐ 質問の 矢 を はな つ た。 

「それ は、 あなたに お 目に かかって、 怪人 Q 事件に つ 

いて、 最初から もう 一度、 説明 をして いただく ためで 



くさい 刑事の ことじゃありません よ。 だから、 わたし 

として は、 きみの 申し入れ をお ことわり する のが、 あ 

たり まえ だ。 だが、 せっかく 来た ことで も あるし、 わ 

たし もたい へん やっかいに していた 金属 Q が、 あのと 

おり 完全に 分解して、 生命 を 失った こと ゆえ、 みじか 

い 時間なら ばき みの 申し入れ をき いて あげても よい。 

できるだけかん たんに、 ききたい こと をのべ たまえ。 

われわれの 会話 は、 十五 分 間 を こえない の を 条件と す 

る」 

博士 は、 いやに 恩に きせて、 長 戸 検事の 申し入れ を 

きいて やる とい つた。 



「では、 さっそく お願いし ましょう。 議事堂の 塔の 上 

から 落ちて、 からだが バ ラバ ラ になった マネキン 人形 

が ありまし たが、 あれに も怪 金属 Q がつ いていた ので 

しょうか」 

「わかりきった 話です。 Q が あの マネキン 人形 を 動か 

したんで なければ、 マネキン 人形が あんなに たくみに 

動く こと はない」 

ぶんぶく ちゃがま 

「すると、 文 福 茶釜と なって 踊って みせた の も、 やつ 

ぱリ Q のな せる わざです か」 

「それ も 明白。 あの 二十世紀 文 福 茶釜、 じつは アルミ 

製の 釜 だが、 あの 中に Q がま じってい たのです。 そう 



でなければ、 釜が 踊ったり 綱 わたりが できる もので は 

ない」 

「なるほど、 では、 なぜ Q が 茶釜に なった のです かな」 

「針目 博士 邸 —— いや この 研究所から とび 出した Q が 

ねえ、 きみ、 道ば たで、 アルミの 屑 かなん か を ふとん 

にして 寝て いたんだ。 Q は 金属 だから、 金属 を ふとん 

にした ほうが 気持よ く 眠られる。 そこで 寝て いたと こ 

ろ を、 人が ひろって 屑 金 問屋へ 持って いったんだ —— 

いったん だろうと 思う。 Q は 金属が たくさん 集まって 

いるので、 いい 気になって、 その 中に 寝て くらして い 

ようこうろ 

るう ちに ある 日、 熔鉱炉の 中に 投げ こまれ、 出られな 



くな つた。 そのうちに、 錶 型の 中に つぎこまれ、 やが 

て、 かたまって お釜に なつち まった。 そうなる と 出る 

ことができない。 やむをえず、 文 福 茶釜 を 神妙に つと 

めたん だとい うわけ。 そんなと ころ だろうと 思う」 

博士 は、 まるで 見て きたよう に、 かたって きかせた 

のであった。 もう 時間 は 残りす くない。 

Q の 興奮 



「文 福 茶釜が 綱から 落ちて こわれた の はどうい う 事情 

でしよう。 あれ は 博士が 何 か 器械 をつ かって 茶釜 を 落 

としたと いうう わさ もあります がね」 

「そのと おり、 博士、 いや わし は、 見物 席に まじって 

いて、 Q の 運動の 自由 をう ばう 特殊 電波 を 茶釜に むけ 

て 発射した。 そこで 茶釜 は 落ち、 こわれて しまったと 

いう わけ。 わし は あんな あやしげな 見世物 を、 一 日 も 

早くな くして しまわな いといけ ない と 思って、 思い 

きって それ を やった の だ」 

「あなたが、 その 場から お逃げに なった の はどうい う 

わけです。 逃げなければ ならない 理由 はない と 思い ま 



すがね」 

「な あに、 あの 場で わ あわ あさ わがれ るの がいや だつ 

たから だ。 それに わし は —— わたし は ぼろ 服 を まとつ 

て 変装して いたので ね。 新聞記者に でもつ かまれば、 

い ぃネタ にされ てし まう から、 こい つ は 逃げる にかぎ 

ると 思って 逃げたん だ」 

博士の 説明 は、 水 を 流す ように、 よどみがなかった。 

「まあ、 それで —— 茶釜が こわれた ので、 Q は 解放 さ 

れて、 自由に 動き まわれる ようにな つたので すね」 

「そのと おりだ。 それで マネキン 人形 をつ けて、 それ 

を あやつる ようになつ たんだが、 その 途中 Q は、 じぶ 



ん のから だの 一 部分が 欠けて いる ことに 気がつき、 そ 

れを 一生 けんめいに さがして あるいた 形跡が ある。 そ 

こにいる 蜂 矢 君のと ころへ も、 Q はおし かけた よう だ。 

そうではなかった かね、 蜂 矢 十六 先生」 

さっきから 蜂 矢 十六 は、 検事と 博士 を 良 辺の 二 頂点 

とする 等辺三角形の 頂点の 位置に 腰 を かけて、 からだ 

を かたくして 聞いて いたが、 とつぜん 博士に 呼びかけ 

られ て、 はっと われに かえった。 

「ああ、 そんな こと も ありました。 博士の おっしゃる 

とおりです」 

博士 はまん ぞくそうに うなずいた。 



「なぜ、 Q はこ こから 逃げ出した のでし ようか、 ここ 

にいれば 一等 安全で も あり、 おもしろい 目に も あえる 

し、 博士から も かわいがられた でしよう に。 どうして 

でしよう か」 

と、 長 戸 検事 は、 博士が 息つ くひ まもない ほど、 す 

ぐ さま 質問の 矢 を はなった。 もうあと 一 分 間ば かりで、 

約束の 時間が きれる。 

「それ はきみ、 すこしち がって いるよ。 Q は ここにお 

られ なくなつ たんだ。 かれは 殺人 を やって、 ひどく 興 

奮し たんだ。 その 殺人 は、 かれが 計画した もので はな 

く、 ぐうぜん、 若い 女 を 殺して しまったので、 かれの 



興奮 は 一 一重に なった。 そこへ 警官が のりこんで くるし、 

かれはい よいよ あわてた、 かれは 生き ものなん だから、 

そのよう に 興奮したり、 あわてた りする の は、 あたり 

まえ だ。 そうだろう」 

「ごもつ ともな ご 意見です」 

「かれはね、 Q として 生命 をえ て、 うれしくて ならな 

い。 第二 研究室の 中で、 ひとり ぴんぴん とびまわって 

いたの だ。 このと きわし は 二つの 失策 をして いる。 一 

つ は、 Q がそん なに 活動的に なって いる こと を 知らな 

かったん だ。 まだまだ、 クモが はう ぐらいの もの だと 

さんじげんく * つかん 

思って いた。 ところが 実際 は、 Q は 三次元 空間 を 音よ 



り も 早く とびまわる ことができ たんだ」 

「なるほどな あ」 

「よろしい か。 それから 二つに は、 わし はう つかりし 

ていて、 かれ Q がかぎ 穴から 抜け出せる ほど 小さくて 

細長い からだ を 持つ ている こと を 考えずに いたんだ。 

だから、 ある 夜、 Q はかぎ 穴から 外に 広い 空間が ある 

ことに 気がつき、 かぎ 穴から 抜け出し たの だ。 つぎの 

室に はわし がいた が、 ちょうど 文献 を 読む ことに 夢中 

になって いたので、 Q は そのうし ろ を 抜けて、 戸の す 

き 間から 廊下へ 抜け出した。 わかる だろう」 

「ええ、 よく わかります とも」 



「それからお 三 根さん の 部屋へ はいりこんだ。 め ずら 

しい 部屋な ので、 Q は よろこんで 踊り まわって いると、 

ねどこ 

お 三 根が 寝床から 起き あがった。 水 を 飲みに 行く つも 

りか、 かわやへ 用が あつたの か、 とにかく 起き あがつ 

たと ころへ、 Q が とんで いってお 三 根の のどに さわつ 

た。 Q のから だは かみそりの 刃の ように するどい ので、 

お 三 根の のどに ふれる と、 さっと 頸動脈 を 切って し 

まった の だ。 思いがけなく、 Q は 人間の 死ぬ ところ を 

見て 興奮した。 そして、 朱に そまって 死んで いくお 三 

根の まわり を、 なお もとび まわった ので、 お 三 根の か 

ら だの ほうぼう を 隱 つけた。 どう だ。 わかる かね」 



「よく わかります。 それだけ よくご ぞんじだった のに、 

あなた は なぜ はじめに、 そのこと を われわれに 説明し 

てくだ さらなかった のです か」 

「おお …… 」 

と、 博士 はう めいた。 

「これ は 最近に なって、 わしが つけた 結論なん だ。 事 

件 当時に は、 わし も あわてていて、 なにも 判定す る こ 

とがで きな かったん だ」 

博士の 話 は、 なかなか 鋭い ところ をつ いていた。 思 

いがけ ない 殺人に、 みずから 興奮して あわてた Q は、 

お 三 根の 部屋で うろうろ している うちに、 すっかり 疲 



れて ふとんの すそに 眠って しまった ところ を、 川内警 

部が ぎゆうと 踏みつけ たので、 Q はお どろいて 目 を さ 

まし、 とびあがった。 そのと きかみ そりの ように 鋭い 

Q が、 警部の 左の 足首に さわった ので、 さっと 斬って 

しまったの だ。 

Q はいよ いよお どろき、 戸口から 廊下へ とび 出し、 

もとの 研究室 へ ひきかえした。 そのと き 田 口 警官が、 

廊下 を こっちへ やってく るのと すれちがった。 すれち 

がう とたんに、 Q は 田 口の 右 ほおに さわって 斬って し 

まった。 

そこで Q はます ます あわて、 その 建物から 外へ とび 



「おどろきました、 感じい りました」 

と、 長 戸 検事 は 厳粛な 顔に なって いった。 

「あなた はどうして そこまで、 おわかり になった ので 

しょう。 Q をお 作りに なった の は、 あなたで あるに し 

て も、 Q の 行動 を そこまで くわしく 知る 方法と か 器械 

が あるので しょうか」 

博士 は、 はっとした ようすだった。 きゅうに ふきげ 

ん になった。 そして 腕時計 を 見た。 

「おお、 もう 約束の 十五 分 間 は 過ぎて いる。 会見 は 終 

りに します。 これ 以上、 なにも しゃべれません。 さあ 

みなさん、 出て いっても らいましょう。 はじめからの 



出かけに なります か」 

「よけいな こと を 聞くな」 

「では、 明後日に どうぞお 願いし ます」 

「じ や、 明日 会う ことにしよう。 午後 二 時から 五分 間、 

時刻と 面会時間 は 厳守 だ」 

とつぜん 博士が 態度 を かえて、 いったん ことわった 

明日の 会見 を 約束した。 検事 は ほっとした。 

博士 もなん となく なごやかな 顔に もどった。 

「では、 失礼し ましょう や、 長 戸さん」 

蜂 矢が うながした。 博士に 一 礼す ると、 カバン を 抱 

える ようにして、 一 EL 口から 外へ でた。 



「それ は 困る ね。 ここまで いっしょに きたのに、 いま 

きみに 抜けられて は、 おおいに 困る よ」 

と、 検事 はいって、 蜂 矢の 顔 を のぞきこん だが、 蜂 

矢 はほんと うにす ぐれない 顔色 をして いるので、 検事 

はきゅうに 心配に な つ て、 

「うむ、 蜂 矢 君。 抜けて いいよ。 早く 帰って 寝た まえ _ 

あとから 医務 官を 君の 家へ さし 向けて あげる」 

といって、 蜂 矢が 一行と はなれる こと を ゆるした。 

そこで 蜂 矢 はとち ゆうから ひきかえした。 

ところが、 検事 一行が 博士の 門の 手前、 百メ— トル 

ばかりのと ころまで 近づ いたと き、 



な 生命 をう ばい 去られた ことだろう。 

いったい 何故に 第二の 爆発が 起こった のであろう か。 

それ は 前回の ものよりも はるかに 強烈なる もので あつ 

ふん さ い 

て、 博士 邸 を まったく 粉砕して しまったの を みても、 

やけあと 

その はげし さが わかる。 事件 後 焼 跡に 立った 一 同 は、 

カッパ のよう な 顔色に ならない 者はなかった。 

ふしぎに も 針目 博士 はすが た を あらわさ なか つ た 

(いや、 その後 も 博士 は 引き続いて、 すがた を あらわさ 

ない の だ)。 前日より、 いささか 考える ところがあって、 

ひそかに この 邸の まわりに 私服 警官 数名 を 配置し、 博 

士の 行動 を 監視 させて おいた。 ところが、 かれら 監視 



いもせ ず、 そういって うなずいた。 

「とにかく きみ も ぼく も、 きのう 博士 をう さんく さい 

人物と にらんで いた こと は、 意見 一致の よう だね。 そ 

うだろう」 

「そうです。 かれ こそ、 怪 金属 Q にち がいありません。 

きぜ つ ま 

Q は、 ほくが 気絶して いる 間に、 本当の 針目 博士 を 殺 

し、 そして 博士の 頭 を 切り開いて、 じぶんが その 中へ 

でんきぬ いあわせき 

はいりこみ、 あと をた くみに 電気 縫合 器 かなに かで 縫 

いっけ、 ぼくが 気がついた ときには すっかり、 針目 博 

土にば けて いたのに ちがいありません」 

「そうだ。 そうでなくて は、 われわれ を 呼びよ せて、 



みな 殺しに する 必要はなかった はず だ。 もし 本当の 博 

土だった としたら ね」 

「本当の 博士なら 『わし』 などと はいわず 『わたし』 

という はずです。 それから 話の あいだに、 博士で ある 

こと を わすれて、 Q が 話して いるよう な 失策 を 二度 か 

三度 ゃリ ましたね」 

「そうだった。 そんな ことから、 Q は ぼくたち を 生か 

してお けない と 考え、 きゅうに きょうの 午後 二 時 かつ 

きリ、 時刻 厳守で 会う なんてい いだした のだろう。 ど 

こまで わるがしこい 奴だろう」 

このと おり 長 戸 検事と 蜂 矢 探偵の 意見 は あ つたよう 



だが、 はたしうる 一点 は そのと おり かどう か、 いま、 

にわかに はっきり 断言 はでき ない。 

もしも 万一、 ふたりの 説が ほんとうで、 怪 金属 ひが 

第二の 爆発 をの がれて、 生命 を まっとう している とし 

たら、 そのうちに きっと 奇妙な 事件が おこり、 新聞 や 

ラジオの 大きな ニュ— ス として 報道され るだろう。 諸 

君 は、 それに 細心の 注意 を はらって いなくて はなら な 

い 。 ， J れは 常識 を - J えた あやし い 出来事 だと 思う もの 

にぶつ かったら、 なに をお いても、 検察 当局へ 急報す 

るの が 諸君の 義務で あると 思う。 

ざんこく 

Q は、 人間よりも すぐれた 思考力と、 そして 惨酷な 



心と を 持って いるので、 もし かれが 生きて いたなら、 

こんど はじめる 仕事 は、 われわれの 想像 を こえた 

きょうてんどうち 

驚天動地の 大事 件で あろうと 思う。 

ただに 日本国内 だけの 出来事に 注意す る だけでなく、 

広く 全世界、 いや 宇宙 いっぱい にも 注意力 を 向けて い 

なくて はならない。 

だい まりょく じんぞう せいめい 

大 魔力 を 持った 人造 生命の 主人公 Q こそ、 小さい 日 

本 だけ を 舞台に して 満足して いるよう な、 そんな 小さ 

な もので はない の だから。 



底本" 「海 野 十三 全集 第じ卷 超人 間 X 号」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年 8 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「サイエンス」 

1947 (昭和^) 年匸 月〜 1949 (昭和お) 年 2 

月 号 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

2 001 年匸 月^日 公開 

2006 年 8 弓 1 日 ま 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



